宗教の観点から教育の多様性を理解する by 森田 美芽
宗教の観点から教育の多様性を理解する 















































































































る児童は 1 校あたり平均 11.9 人、宗教的な理由で活動制限のある者は 1 校あたり 0.6
人（0.2％）であった。外国人集住地域以外での日本語困難児童は、2.8人、宗教的活動











う。外国人集住地域では 1 校あたり 0.2％、外国人集住地域でない場合は 0.1％である。
数としては１つの学校に 1人か 2人の問題ではないか、と見られるかもしれない。しか
し、同じ調査の中で、外国人集住地域における「日本語の読み、書き、会話が不自由な
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